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※資料中に（※p●）とあるものは，別冊の用語集をご確認ください
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処理のしくみ
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大規模な

設備更新工事
などにより増
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収入
19.2億円

費用
17.4億円



地方公営企業は…

企業性（経済性）の発揮と公共の福祉の増進を経営の基本原則とするものであり，

その経営に要する経費は経営に伴う収入（料金）をもって充てる独立採算制が原則と

される。

また，下水道の整備と適切な維持管理は“公共的役割”として，水質汚濁の原因者

として適切な費用負担は“私的役割”として，基本的な費用負担を区別しています。

・雨水処理に係る経費……公費（税金）

・汚水処理に係る経費……私費（下水道使用料，農業集落排水施設使用料等）

※下水道の公共的役割を踏まえ，汚水処理に係る経費のうち一定の費用は公費
負担とされています。
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公費と私費の区分に基づき，適正な使用料を算定し徴収する必要がありま

すが，必ずしも私費負担分の全てが賄われていないのが現状です。

この不足分は一般会計からの繰入金で補填されています。

【下水処理における負担区分の現状のイメージ】

私 費 負 担 分 公 費 負 担分

使用料収入
一般会計繰入金

支出

収入

基準内繰入金
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基準外繰入金
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総社下水処理場・清音浄化センター・山手浄化センター

汚水中継ポンプ場・雨水中継ポンプ場

◆第１期改築更新〔H14～18年度〕 ………約9億3,000万円

◆第２期改築更新〔H20～24年度〕 ………約6億6,000万円

◆第３期再構築事業〔H26～30年度〕 ………約5億1,600万円

◆第１期ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画 ※p4 〔H30～R4年度〕 …約8億4,500万円

◆第２期ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画〔R5～9年度〕 …約32億4,800万円

Ｒ６年度までの実施 ………約6億9,700万円

Ｒ７～９年度までの実施予定 ………約25億5,100万円

◆予定）第３期ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画〔R10～14年度〕…約31億5,500万円
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費用の増加
収入の減少

一般会計からの
繰入金の増加



公 共 下 水 道

特定環境保全公共下水道

農 業 集 落 排 水
【 山手 ・清音区域 】

新

使
用
料
体
系

人 数 制 の 廃 止

使用料の改定を検討
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従量制による使用料体系

農 業 集 落 排 水
【 総 社 区 域 】

人数制による使用料体系


